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2022年度 日本気象学会東北支部第2回理事会 議事録 

 

日時：2023年3月23日（木）10時00分～11時00分 （Web開催） 

 

出席：小出、山崎、森本、菅原、中野、立原、橋本、谷田貝、中舘（以上理事）、 

伊藤、岩渕、蒔苗、渕上（以上幹事） 

欠席：杉山（理事）、島津（会計監査）  （敬称略） 

 

司会：橋本理事 

 

議題１．2023年度秋季大会実行委員会の設置 

議案のとおり承認した。 

・今年の2月に大会準備委員会が大会実行委員会に格上げ。実行委員会の設立について事後で承認され

た。 

 

議題２．2022年度事業報告 

 １ 2022年度支部活動報告 

議案のとおり承認した。 

 １）東北支部だより発行 

今年度も多くの関係者にご協力いただき、支部だよりを予定通り95号、96号の２回発行することがで

きた。感謝したい。95号と96号については、Topicに加え、気象研究会、気象講演会の報告等、読み応え

のある内容となっている。 

２）支部気象講演会 

今年度は岩手県で会場とオンラインのハイブリッド形式で開催された。講演者のうち一人は都合によ

り収録対応となり、後日HPで収録内容が公開される形となった。参加者は68人（会場参加者は16人）で盛

況であった。今年度も会場とオンラインのハイブリッド形式で開催・配信し、多数の方にご参加いただい

た。アンケートの結果、ハイブリッド形式での開催に対して継続の要望が非常に多かった。 

３）支部気象研究会 

昨年度と同様、会場とオンラインのハイブリッド形式で開催し、Zoomによるオンライン配信を実施し

た。 

５）日本気象予報士会東北支部と連携した活動（気象サイエンスカフェ東北） 

対面で行うことを模索したが、新型コロナ感染拡大防止の観点から開催は中止することとした。 

 

議題３．2022年度会計報告 

議案のとおり承認した。 

 

議題４．2022年度会計監査報告 

議案のとおり承認した。 

 

議題５．2023年度事業計画案 

３）東北支部気象講演会 

  来年度は秋田県で開催予定となる。 
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４）東北支部気象研究会 

 例年、気象台と合同で開催しているが、秋季大会が仙台で開催される年には支部研究会は休止とし

ている。今年度は、支部研究会は休止で、発表したい場合は大会のほうでお願いしたい。 

５）日本気象予報士会東北支部と連携した活動（気象サイエンスカフェ東北） 

 コロナ渦で休止していたが、来年度は開催の方向で考えている。 

６）日本気象学会小倉奨励賞などへの推薦 

 来年度も小倉奨励賞をはじめとして、推薦に該当するような研究があればぜひ推薦などをよろし

く。 

 

議題６．2023年度予算案 

 議案のとおり承認した。（議案書予算案の表は差替え済み） 

来年度は、本部交付金（一般交付金と普及啓発活動への助成）は予定通り支出される見込み。 

 

議題７．検討事項 

１） 支部長会議の報告 

各支部の活動報告等に加えて、社会・地域から求められる気象学会像や活動についての意見が

求められ、今後の学会活動の方向性やリソースについての議論がなされた。 

 

 

以上 


